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「鳥のフン」 

 

人は毎日トイレに行って、おしっこやウンチをします。同じように動物もフンをします。 

道を歩いているとき、ときどき空から鳥のフンが落ちてきます。人はトイレという決まっ

た場所でおしっこやウンチをするのに、どうして鳥は空でフンをするのでしょう。動物には

トイレがないのでしょうか。 

実は、動物の中にもいつも同じ場所でフンをする動物がいます。例えば、モグラです。モ

グラは地面の中に住んでいて、いつも同じ部屋でフンをします。猫もそれに近いです。猫は

「ここからここまでは私の場所ですよ」ということを他の猫に教えるために、フンをしま

す。この自分の場所を「縄張り」と言います。縄張りの一番遠いところにフンをしておくの

で、一つの場所ではありません。しかし、だいたいいつも同じ場所にフンをします。 

さて、他の動物はどうでしょうか。他の動物は、したいときにフンをします。場所も時間

も決まっていません。鳥は、木にとまっているときにフンがしたくなったら、そこでします。

空を飛んでいるときにフンをしたくなったら、飛びながらします。だから空からフンが落ち

てくるのです。 
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